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鳴子小学校

大　沼　由　奈

古川第四小学校

佐々木　煌　大

岩出山小学校

大　場　優　紘

岩出山小学校

阿　部　華　穂

岩出山小学校

菅　井　みちる

岩出山小学校

大　沼　望來人

松山小学校

今　野　結　菜

岩出山小学校

川　嶌　椿　姫

岩出山小学校

飯牟礼　たまき

岩出山小学校

佐　藤　さくら

岩出山小学校

菊　地　芽　衣

岩出山小学校

大　場　結　奈

岩出山小学校

氏　家　聖　音

岩出山小学校

三　塚　美　裕

岩出山小学校

長　田　　　栞

古川第四小学校

宍　戸　奈　央

岩出山小学校

佐　藤　来　悟

岩出山小学校

佐々木　優衣奈

岩出山小学校

佐　藤　南　美

涌谷第一小学校

佐　野　愛　斗

第14回税に関する絵はがきコンクール　第14回税に関する絵はがきコンクール　応募作品応募作品
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(3)　
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
企
業
規
模
や
業
種

に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
が
、
企
業

価
値
を
高
め
る
ほ
ど
株
価
が
上
昇

し
、
税
負
担
が
増
大
す
る
可
能
性

が
あ
る
な
ど
、
円
滑
な
事
業
承
継

を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
取
引
相
場
の
な
い
株

式
は
換
金
性
に
乏
し
い
こ
と
を
考

慮
し
、
評
価
の
あ
り
方
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、
そ
れ
が
直
ち
に
困
難
な
場

合
は
、
令
和
５
年
３
月
末
日
と
な

っ
て
い
る
適
用
期
限
を
延
長
す
る
。
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足
跡
一
つ
無
い
静
寂
の
世
界
を
歩
む

宮
古
市
魹と
ど

ヶが

崎さ
き

よ
う
や
く
見
つ
け
た
幻
の
滝
“
大
地
滝
”

櫻井　利明（さくらい　としあき）氏

【プロフィール】
昭和37年１月	 大崎市田尻生まれ
　　59年３月	 東北工業大学　工学部

建築学科卒
　　59年４月	 石堂建設㈱入社
平成元年９月	 ㈱櫻井建設入社
　　14年１月	 代表取締役就任
（楽しみ）　ギター、スキー、登山、映画鑑賞
（モットー）逆らわずに流れに身を任す

︱ 

幼
少
期
か
ら
青
年
期

★
と
て
も
大
人
し
い
子
供
で
、
外
遊
び
な

ど
興
味
な
く
部
屋
で
一
人
遊
び
の
毎
日
で

し
た
。
母
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
科
学
図
鑑

を
何
度
も
読
み
返
し
、
ま
た
地
図
に
異
常

な
ほ
ど
興
味
を
持
っ
て
気
が
つ
く
と
夜
に

な
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
小
中
高
と
そ
の
性
質
は
あ
ま
り
変
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高
校
時
代
は
マ
ン
ド

リ
ン
部
に
所
属
し
て
音
楽
を
少
し
か
じ
っ

た
り
、
夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
で
、

柄
に
も
無
く
（
笑
）
子
供
た
ち
の
世
話
な

ん
か
夢
中
で
や
り
ま
し
た
。

︱ 

そ
れ
で
も
続
け
る
魅
力
は

★
総
距
離
１
０
０
０
㌔
を
越
え
る
コ
ー
ス

を
一
日
20
〜
30
㌔
歩
き
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
す
れ
違
う
人
も
い
ま
せ
ん
。
黙
々
と
歩

く
境
地
は
修
行
僧
の
如
く
無
念
無
想
状
態
。

一
日
の
予
定
を
終
え
た
時
心
身
と
も
に
味

わ
う
達
成
感
と
爽
快
感
、
こ
れ
を
感
じ
る

為
に
や
っ
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

︱ 

こ
れ
か
ら
の
夢
、
目
標

★
ま
ず
は
今
年
中
に
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
走

破
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
富
士

山
に
登
り
ま
す
。

　
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ス
タ
山
に
挑

戦
で
す
ね
。
シ
ャ
ス
タ
は
富
士
山
と
共
通

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
霊
的
な
山
と
言

わ
れ
て
ま
す
。
大
け
が
し
た
足
は
完
全
に

は
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。
で
も
だ
か
ら
こ
そ

意
味
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う

ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
か
ら

面
白
い
し
や
る
意
味
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
。
ま
あ
自
己
満
足
で
す
が
（
笑
）。

︱ 

い
い
で
す
ね

★
も
う
一
つ
秘
密
に
し
て
い
た
趣
味
が
音

楽
で
す
。
気
分
転
換
兼
ね
て
夜
な
夜
な

や
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ャ
ス
タ
の
麓
で
長
年
い
ろ
い
ろ
苦
労

を
掛
け
た
妻
に
感
謝
を
込
め
て
ギ
タ
ー
の

弾
き
語
り
を
聴
か
せ
る
、
こ
れ
が
最
高
最

大
の
願
い
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
堀
）

︱ 

大
学
か
ら
就
職
、
結
婚

★
理
系
の
学
部
に
進
み
当
時
共
同
で
研
究

し
て
い
た
の
が
今
の
妻
で
す
。
大
学
卒
業

後
は
地
元
の
石
堂
建
設
に
世
話
に
な
っ
て

か
な
り
〝
濃
い
〟
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
し
て
６
年
後
家
業
に
戻
っ
て

現
在
に
至
る
で
す
。

︱ 

山
と
の
出
会
い

★
２
０
０
９
年
に
栗
駒
山
の
山
頂
付
近
の

仕
事
が
あ
っ
て
随
分
通
い
ま
し
た
が
、
そ

の
時
は
全
然
登
り
た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
数
年
前
得
意
の
地
図

を
眺
め
て
い
る
時
、栗
駒
の
『
大
地
滝
』

が
目
に
止
ま
り
無
性
に
見
た
く
な
っ

た
ん
で
す
ね
。
で
、
一
念
発
起
幻
の
滝

を
探
し
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
途
中
崖

か
ら
滑
落
し
て
足
を
複
雑
骨
折
、
電
波

も
ほ
と
ん
ど
届
か
な
い
山
中
奇
跡
的

に
妻
に
ラ
イ
ン
が
繋
が
り
、
ヘ
リ
で
救

出
さ
れ
入
院
加
療
で
し
ば
ら
く
の
間

山
や
滝
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

︱ 

と
こ
ろ
が

★
普
通
の
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
と
幻
の
滝
の
誘
惑
が
抑
え
ら
れ
ず
、

冬
の
栗
駒
登
山
に
挑
戦
と
な
り
ま
し

た
。
虫
や
藪
・
蔓
が
苦
手
で
あ
え
て
吹

雪
き
や
熊
な
ど
の
不
安
の
中
、
た
っ
た

一
人
自
分
の
息
使
い
し
か
聞
こ
え
な
い
純

白
の
世
界
を
黙
々
と
何
時
間
も
掛
け
て
歩

い
た
も
の
で
す
。
何
回
目
か
の
挑
戦
で
よ

う
や
く
滝
に
出
会
い
写
真
に
収
め
た
時
は

感
無
量
で
し
た
。

︱ 

現
在
進
行
形
な
の
が
潮
風
ト
レ
イ
ル

★
僕
は
歩
く
こ
と
が
と
っ
て
も
好
き
な
ん

で
す
。
昨
年
何
気
な
く
ネ
ッ
ト
を
見
て
た

ら
『
潮
風
ト
レ
イ
ル
』
と
い
う
文
字
が
目

に
止
ま
り
週
末
準
備
も
そ
こ
そ
こ
に
南
の

出
発
点
相
馬
ま
で
飛
ん
で
い
き
歩
行
開
始
。

正
直
足
は
痛
い
し
疲
れ
る
し
で
「
何
や
っ

て
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
今
で
も
自
問
自
答

し
て
い
ま
す
（
笑
）。

５

櫻
井

　利
明 

氏

株
式
会
社  

櫻
井
建
設
　代
表
取
締
役
社
長

宝人
〜私のプチ自慢〜

８
第

弾

歩
く
こ
と
　そ
れ
が
気
づ
き
の
素

  
人
生
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
気
が
す
る

シ
リ
ー
ズ

長い行程 ここから始まった



笑顔満祭まつりまつり大崎福祉

　４年ぶりの夢まつり開催です。皆様の『絶大なるご協力』
が必要です。どうぞよろしくお願いします。
　４年ぶりの夢まつり開催です。皆様の『絶大なるご協力』
が必要です。どうぞよろしくお願いします。

2022
第16回 夢夢
10月22日（土）大崎市古川のあさひ中央公園において、第16回大崎福祉夢まつりが４年ぶりに開催されました。県内の福祉施設を中心に30の出店があり、施設利用者に
よる歌やダンス、お楽しみ大抽選会など、各種の催事が繰り広げられました。天候にも恵まれ、多くの来場者を迎え、賑やかに開催されました。

司会の佐藤千日さん
パタ埼さんも駆けつけてくれました

ヒーローも会場に現れ子供たちに大人気でした
オープニングを飾っていただいた

古川学園吹奏楽部の皆さん
7colorの子供たちも

夢まつりを盛り上げてくれました

いろいろな商品が格安で販売されました
お目当ての品物を探して会場を歩くのも楽しいです

江村会長　 髙橋実行委員長
開会式にご臨席頂いた来賓の皆さま

出店した皆さんも楽しそうです
日頃の練習の成果を披露してくれました

夢まつり実行委員会メンバー

今年もたくさんのご協賛をいただきました

今年も遊びコーナーは
大盛況でした

第16回大崎福祉夢まつりにご協賛いただきました、多くの企業及び関係者の皆さまありがとうございました。また使用済み切手や未使用タオルにご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。
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【11頁のパズル・四字熟語の答え】	①…免許皆伝　　②…前代未聞

※ 1 月号のチラシで
　ご案内いたします。

ICTを活用した業務改善セミナー

令和４年度分　年末調整説明会のお知らせ

消費税インボイス制度対応説明会
日　時：令和４年10月13日（木）・14日（金）

会　場：アインパルラ浦島

内　容：『４つのステップでしっかりわかる！
消費税インボイス制度対応説明会』

講　師：古川税務署法人課税第一部門 担当官

受講数：計40名

担　当：研修委員会

日　時：令和４年10月14日（金）

場　所：古川商工会議所

内　容：『事例から学ぶ！
ＩＣＴを活用した業務改善』

講　師：（一社）おおさき青年会議所 
　　　　理事長　佐藤　拓郎 氏

受講数：11名

担　当：ＩＴ委員会

【説明の内容】

○昨年と変わった点

○年末調整の手続き

○年税額の計算のための準備

○令和４年分税額の計算

○徴収税額との清算

○年末調整の再調整　等
　　※税務署主催の年末調整説明会は、
　　　なくなりました。

【日　時】① 令和４年11月14日（月）
　　　　　② 令和４年11月17日（木）
【会　場】アインパルラ浦島
　　　　　　大崎市古川李埣3−2−2

【講　師】古川税務署法人課税第一部門　源泉所得税担当官

【受講料】無料　 

【定　員】50名（申込み先着順）

【申込先】（公社）大崎法人会（TEL0229ー23ー5859）

【日時】令和５年２月３日（金）　午後3時～4時30分

【会場】アインパルラ浦島
　　　　　（大崎市古川李埣3-2-2）

【演題】「国際社会における
　　　　　　　　 日本の役割」
【講師】カルフォルニア州弁護士
　　　　タレント
　　　　ケント・ギルバード氏
【受講料】会員　無料　
　　　　　一般　1名1,000円

1952年アイダホ州に生まれ、ユタ州で育つ。
1970年ブリガムヤング大学に入学。
1971年初来日し、九州を中心に約２年居住。
1975年沖縄国際海洋博覧会の職員として沖
縄県に半年居住。同大大学院に進学して、経
営学修士号（MBA）と法務博士号（JD）を
取得。カルフォルニア州弁護士資格を取得後、
国際法律事務所に就職。
1983年からテレビに出演して人気タレント
へ。
現在は講演や執筆活動を中心に、多忙な日々
を送る。

新春記念講演会のお知らせ

新春記念講演会新春記念講演会 のお知らせのお知らせ

新春記念講演会の

お知らせ

壱
その
ダミーテキスト

社会貢献委員会

　昨年は、『障がい者福祉施設応援企画の販売支
援』に多くの皆様にご協力頂きました。この紙面を
お借りして改めて感謝申し上げます。ありがとうご
ざいます。
　微力でも、支援を続けていくことが大切なことだ
と社会貢献委員会で話し合い、今年も『販売支援』
を実施いたします。「コロナ過で頑張る福祉施設を
応援したい」という気持ちをこの販売支援チラシに
込めました。今回は、６つの福祉施設より10品目の
商品をご紹介させていただきます。ご自宅用はもち
ろんですが、お歳暮やお年始の挨拶の際にもご活用いただければ幸いです。
　今年はクロネコヤマト様のご協力により送料を特別価格でお引き受けいただいております。
よって昨年は宮城県内でも遠方でも同じ送料が商品の価格に反映されていましたが、今回は分
かり易いように別途料金を設定いたしました。商品は、税込み2,000円と3,000円のバラエティ
豊かな商品をラインナップしています。皆様の応援する気持ちが施設の方々に届くことを願っ
ています。ご協力のほどよろしくお願い致します。私たちの暮らす地域に多くの障がい者福祉

施設があり、多くの方々が
自立しようと仕事に励んで
います。みんなで手を取り
合い、一緒に明日へ一歩踏
み出せたらと思います。よ
ろしくお願い致します。
 社会貢献委員会　　　

委員長　髙橋　和宏　

東北・関東地域は通常価格より

550円594円安い550円で
送ることができます。

( 一社 ) くるり　の皆さん

第２弾

今回は送料が
とってもお得

お申込み・お問い合わせ　（公社）大崎法人会　℡0229－23－5859

活動
アラ

カ
ルト

①・②共に
午後2時〜4時まで
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編

集

後

記

☆
隔
月
発
行
の
大
崎
法
人
会
だ
よ
り
、
筆
者
が
広
報

担
当
の
任
を
受
け
て
か
ら
早
１
年
半
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
取
材
・
編
集
さ
せ
て
も
ら
っ
た

『
輝
き 

た
か
ら
び
と
』
も
８
人
目
。
い
ず
れ
も

ユ
ニ
ー
ク
で
魅
力
溢
れ
る
方
た
ち
。
彼
ら
彼
女
ら

の
生
き
様
に
接
し
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
け
た
幸

運
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
ど
の
方
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
人
生
に
は
転

機
が
有
り
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
と
言
っ
て
も
い
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
面
白
い
の
は
チ
ャ
ン

ス
は
大
体
不
幸
な
顔
を
し
て
や
っ
て
来
る
と
い
う

こ
と
。
大
病
と
か
リ
ス
ト
ラ
と
か
。
そ
の
時
は
絶

望
の
淵
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
が
、
後
で
振
り
返
る

と
「
あ
の
時
だ
っ
た
、
運
命
を
好
転
さ
せ
た
転
機

は
」
っ
て
。

☆
納
得
の
い
く
人
生
を
送
れ
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
せ
た
か
否
か
に
掛
っ
て
い
ま

す
。
不
幸
現
象
を
プ
ラ
ス
に
捉
え
更
に
好
機
到
来

と
ば
か
り
に
行
動
を
起
こ
す
。
こ
れ
は
言
う
は
易

く
行
う
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
先

人
の
人
生
か
ら
そ
こ
に
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま

す
。

☆
自
己
実
現
を
果
た
し
た
人
た
ち
は
自
ら
に
訪
れ
た

チ
ャ
ン
ス
を
常
に
見
逃
さ
ず
、
チ
ャ
ン
ス
に
直
面

し
た
際
に
は
い
た
ず
ら
に
逡
巡
し
ま
せ
ん
。
す
な

わ
ち
颯
爽
た
る
決
断
力
で
周
り
の
雑
音
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
強
い
信
念
を
持
っ
て
突
き
進
む
。
仮
に
結

果
が
不
本
意
だ
と
し
て
も
次
な
る
チ
ャ
ン
ス
に
は

そ
の
経
験
が
糧
と
な
っ
て
よ
り
良
い
結
果
を
導
く

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

☆
そ
も
そ
も
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
も
の
は
そ
う
し
ば
し

ば
訪
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
決
断
力
の
鈍

い
人
は
折
角
の
チ
ャ
ン
ス
を
心
な
ら
ず
も
逃
が
し

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
時
代
の
大
転

換
期
の
今
は
チ
ャ
ン
ス
の
宝
庫
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
か
け
が
え
の
な
い
自
分
を
信
じ
て
勇
気
を
だ

し
て
一
歩
進
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
堀 

記
）

活動
アラ

カ
ルト活動

アラ
カ
ルト

タ
イ
ト
ル

パ
ズ
ル
・
四
字
熟
語

パ
ズ
ル
・
四
字
熟
語

☆　 作者紹介 ☆
株式会社　ニ　コ　リ
日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。数独・クロス

ワードなどのパズルをメディアへ提供するコンテンツメーカーでもある。パズル

ＡＳＰ「ｅ-数独」をＢtoＢ向けにリリース。

※
空
い
て
い
る
マ
ス
に
漢
字
を
入
れ
て
、
四
字
熟
語

を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
す
べ
て
完
成
さ
せ
、
タ

テ
に
読
む
と
、
ま
た
別
の
四
字
熟
語
が
完
成
し
ま

す
。
な
ん
だ
か
わ
か
り
ま
す
か
？

（
答
え
は
　
　
　

９
頁
に
　
　
　

あ
り
ま
す
）

　コロナ禍や物価高騰、宗教団体と政治家の癒着などなど“憂き世”なれど、季節は着実に移っていく。
　茄子汁やうやう止んで大根汁（古川柳）
　みそ汁の具がナスから大根に代わった。これだけで秋から冬になったのが伝わる。
　コンビニが発表する「おでんダネベスト３」には、玉子と並んで大根が必ず入っている。煮てもよし、
おろしてもよし、干して漬けてもまたよし！
『徒然草』に書いてある話。長年、万能の薬と信じ、毎朝２つずつ大根を焼いて食べていた男の館を悪党
が襲ってきた。すると、２人の武士がどこからともなく現れ、奮戦して敵を追い払ってしまった。「どなた
か？」と問えば、「毎朝食べていただいている大根どもでござる」と言って消えてしまった。「大根の恩返
し」だね。
　恩まで返してくれる大根だが、「大根役者」というマイナスイメージがある。しかし、小器用なうまい役
者より大根といわれた者（誰だとは言わないけど）の方が、洋の東西を問わず後に活躍している。
　さてさて、夕食はおでんにして、熱々の大根でも食らいますか？

☆　 筆者紹介  ☆
藤　木　順　平（ふじき・じゅんぺい）	フリーランスライター。日本笑い学会会員。

☆　 筆者紹介  ☆
池　田　一　郎（いけだ・いちろう）

編集者・ライター。和酒については、日本酒や焼酎から泡盛、ワイン、ビール、ウイスキーまで･･･ジャンルや飲み方を問わ

ず愛好。蔵元やブリュワリーめぐりを楽しんでいる。

恩返しもしてくれる大根恩返しもしてくれる大根

お金を貯めるより生かすってかお金を貯めるより生かすってか

① ②

和酒探訪家　池　田　一　郎　

　現在、東京23区内には酒蔵がいくつあるかご存じでしょうか？　
答えは１つ。それも平成23（2011）年に百年の時を経てよみがえっ
た酒蔵です。その名は東京港醸造。場所は港区芝、お酒の名前は「江
戸開城」と聞けば、さらに興味を引かれないでしょうか。
　その前身は、江戸時代から続いた造り酒屋「若松屋」。かつて一帯
には薩摩藩邸があり、若松屋は薩摩藩の出入り商人だったといいま
す。酒蔵には奥座敷があり、直接東京湾に通じる水路がありました。
密会には格好の立地だったため、西郷隆盛や勝海舟ら多くの要人が頻
繁に訪れ、「江戸無血開城」密談の場だったとも言われているそうで
す。

　酒蔵が幕を閉じたのは明治42（1909）年。酒蔵を復活させた齊藤俊一さんは、若松屋７代目当主にあた
ります。そして平成18（2006）年、現杜氏、東京港醸造株式会社社長でもある寺澤善実さんとの出会い
が、再興をと考えていた齊藤さんの思いを実現に向かわせます。当時、寺澤さんは京都の大手酒造会社の社
員として、同社がお台場に出店していたレストランに併設された15坪の小さな酒蔵、台場醸造所で醸造責
任者を務めていました。そこに齊藤さんが「東京のビルで酒造りができないか」と持ちかけたのが始まりで
した。
　実際、東京港醸造がユニークなのは、都心のコンパクトな４階建てビル内で小規模な酒蔵として日本酒が
造られていることにもあります。酒蔵としての面積は、わずか22坪。そこには確かな技術とともに、既存
の慣習に縛られない寺澤さんならではの工夫やアイデアがたくさん詰まっています。お酒は基本、純米吟醸
原酒。貯蔵タンクはなく、朝絞った日本酒をそのまま瓶に詰めるゆえのフレッシュさもあります。通年醸造
で、１週間に１タンク、一升瓶で約300本分を次々に仕込んでいく。そのため「少量高品質」を念頭に、さ
まざまなトライをすることが可能となります。
　たとえば、「せっかく東京の酒なので」と寺澤さんが語
る『江戸開城 Ａｌｌ Ｅｄｏ』や『江戸開城 ＡＬＬ Ｔｏ
ｋｙｏ』という地産地消のお酒。使用するのは東京産の酵
母として明治31（1898）年に発見されて純粋培養されて
いた「ｙｅｄｏ（えど）酵母」と、日比谷公園にいた蜂か
ら採取された「ｔｏｋｙｏ酵母」。そして食米である東京
のお米と東京の水を使い端正に醸されています。
　寺澤さんが目指すのは「さわりなく飲め、味わいのある
お酒」。ひと口目のインパクトは特別でなくとも、飲み終
わったときに余韻が残り、翌朝ふっと思い出すような味わ
いだといいます。蔵の物語を思い浮かべつつ、一度味わっ
てみてはいかがでしょう。

和酒をめぐる／東京都・東京港醸造（株式会社若松）和酒をめぐる／東京都・東京港醸造（株式会社若松）

東京都心の小さなビルで醸すオール江戸・東京の酒

面白きことも無き世を生き抜く発想面白きことも無き世を生き抜く発想



江村　克志

https://osakihojinkai.com ohsakih@cocoa.ocn.ne.jp
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